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ふれ愛ひろっぱほくほく：雪の街角コンテストの
金賞作品を見学する来訪者

雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル

　２月 15 日㈮・16 日㈯・17 日㈰に開催された第 64 回十日町雪まつり。昨年に続

き大雪の中での開幕となりましたが、３日間で延べ約 31 万人が訪れ、会場は多く

の人出でにぎわいました。力作揃いの「雪の芸術作品」、市民のおもてなしの思い

が形となった「おまつりひろば」、そして復興と再生への力強い意思をステージに

込めた「雪上カーニバル」。「雪を友とし、雪を楽しむ」という創始当時の市民の思

いは、64 回という歴史を経た今も脈々と受け継がれています。

　盛大に開催された雪まつり３日間の様子を紹介します。

　
16
日
㈯
に
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
開
催
さ
れ
た
「
雪
上
カ
ー
ニ

バ
ル
」。
今
回
の
雪
像
ス
テ
ー
ジ

は
、「
希
望
へ
の
出た
び

航だ
ち

」
を
舞
台

テ
ー
マ
と
し
、
日
本
で
初
め
て
太

平
洋
を
往
復
し
た
洋
式
帆
船
「
サ

ン
・
フ
�
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
」

を
モ
チ
ー
フ
に
制
作
さ
れ
ま
し

た
。

　
ス
テ
ー
ジ
は
、
地
元
の
き
も
の

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
「
繭
の
会
」
に

よ
る
き
も
の
シ
ョ
ー
で
幕
を
開

け
、
十
日
町
小
学
校
児
童
の
皆
さ

　
期
間
中
は
市
内
各
所
に
25
か
所

の
お
ま
つ
り
ひ
ろ
ば
が
設
営
さ
れ

ま
し
た
。
巨
大
な
雪
だ
る
ま
、
ほ

ん
や
ら
洞
、
す
べ
り
台
や
雪
灯
籠

な
ど
に
、
雪
が
降
ら
な
い
都
市
か

ら
の
来
訪
者
は
大
喜
び
。
地
元
住

民
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
雪
と
触

れ
あ
い
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
飲
食
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
ひ

ろ
ば
も
多
数
あ
り
、
豚
汁
や
お
で

ん
な
ど
の
販
売
の
ほ
か
、
そ
の
場

で
つ
い
た
餅
や
甘
酒
な
ど
が
無
料

で
ふ
る
ま
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
一
番
の
ウ
リ
は
笑
顔
で
す
」

と
語
る
お
ま
つ
り
ひ
ろ
ば
も
あ

り
、
市
民
自
ら
が
楽
し
み
な
が
ら

来
訪
者
を
も
て
な
し
た
３
日
間
と

な
り
ま
し
た
。

ん
と
司
会
の
「
テ
ツa

n
d

ト
モ
」

の
絶
妙
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
満
員
の
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

　
熱
気
あ
ふ
れ
る
音
楽
ラ
イ
ブ
で

は
、L

G
M
o
n
k
e
e
s

、
ベ
ッ
キ
ー

♪
♯
、
稲
垣
潤
一
が
登
場
し
、
３

人
の
歌
声
が
会
場
内
の
澄
み
切
っ

た
冬
の
夜
空
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
稲
垣
潤
一
の
代

表
曲
「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
の

頃
に
は
」
を
出
演
者
全
員
が
熱
唱

す
る
中
、
観
客
は
夜
空
を
彩
る
豪

快
な
雪
花
火
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　２月 15 日㈮・16 日㈯・17 日㈰に開催された第 64 回十日町雪まつり。昨年に続　２月 15 日㈮・16 日㈯・17 日㈰に開催された第 64 回十日町雪まつり。昨年に続

き大雪の中での開幕となりましたが、３日間で延べ約 31 万人が訪れ、会場は多く

の人出でにぎわいました。力作揃いの「雪の芸術作品」、市民のおもてなしの思い

第
64
回

　白
い
愛
の
祭
典

雪ん子ひろば：雪の芸術展で市長賞をとった上新田の皆さん
お酒も入り楽しく盛り上がりました

はくぶつかんひろば：古代復元住居で
来訪客をもてなしました

コミュニティひろば：キャラクターショーに
多くの親子連れが集まっていました

田舎のひろば：ダンスやバンド演奏などステージイベントが行われました コミュニティひろば：風情ある夜の雪上茶席

ウェルカムひろば：すべり台に大はしゃぎ

コミュニティひろば：飲食ブース

お
ま
つ
り
ひ
ろ
ば

　会場：　城ケ丘ピュアランド

　会場：　市内25会場

延べ３万人が来場した雪上カーニバル

華やかなきものショーが舞台を盛り上げます



広告掲載
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　「地元の若者に十日町市を好きになり、誇

りに思ってほしい」という思いから生まれた

豪雪JAM。今では全国からお客さんが集まる

雪上野外音楽フェスティバルに成長しまし

た。音楽・食・ファッションがそろったこの

空間で、それぞれのスタイルで雪上のひとと

きを楽しんでいました。

　
15
日
㈮
午
後
６
時
30

分
、
雪
ま
つ
り
の
開
幕
を

告
げ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
誰
で
も
参
加
可
能
な
パ

た
。

　
今
年
は
、
富
山
県
魚
津
市
か
ら

魚
津
た
て
も
ん
小
町
、
鹿
児
島
県

指
宿
市
か
ら
第
２
代
い
ぶ
す
き
菜

の
花
レ
デ
ィ
を
迎
え
、
イ
ベ
ン
ト

に
華
を
添
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
、
秋
の
Ｓ
Ｌ
運
行
で
交

流
が
始
ま
っ
た
栃
木
県
真
岡
市
の

　
17
日
㈰
に
は
十
日
町
雪
ま

つ
り
が
発
祥
の
ス
ノ
ー
フ
ィ

ー
ル
ド
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
「
ツ

マ
リ
ア
ン
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

円
形
の
雪
上
コ
ー
ト
で
は
男

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
３

ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

　
17
日
㈰
、
十
日
町
市
の
観

光
親
善
大
使
を
選
ぶ
コ
ン
テ

第
₂₄
回 

ツ
マ
リ
ア
ン
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会

十
日
町
き
も
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
３

　会場：　コミュニティひろば

　会場：　クロステン

　会場：　コミュニティひろば

　会場：　城ケ丘ピュアランド

　会場：　コミュニティひろば

準
ミ
ス
コ
ッ
ト
ン
は
、
夕
方
の
雪

上
カ
ー
ニ
バ
ル
か
ら
参
加
し
、
市

民
や
観
光
客
と
交
流
を
深
め
て
も

ら
い
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
や

B
I
G
ボ
イ
ス
選
手
権
、
華
麗

な
き
も
の
シ
ョ
ー
に
加
え
、
ゲ
ス

ト
に
お
笑
い
コ
ン
ビ
の
ア
ル
コ
＆

ピ
ー
ス
と
、
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト

の
お
か
も
と
ま
り
が
登
場
し
て
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

女
総
勢
51
チ
ー
ム
が
競
い
、
雪
の

上
で
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
16
日
㈯
、
雪
の
芸
術
展

表
彰
式
や
交
流
都
市
の
観

光
親
善
大
使
を
招
い
た
セ

レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し

　
写
真
右
か
ら
、
第
２
代
き
も
の
女
王
に

選
ば
れ
た
室
岡
真
衣
さ
ん
︵
十
日
町
市
・

33
歳
︶、
小
山
葵
さ
ん
︵
新
潟
市
・
23
歳
︶、

庄
司
亜
美
さ
ん
︵
十
日
町
市
・
31
歳
︶

ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

名
称
を
「
十
日
町
き
も
の
女
王
」

に
改
め
、
今
年
は
さ
ら
に
年
齢
制

限
の
上
限
を
無
く
し
て
公
募
し
ま

し
た
。55
人
の
応
募
者
の
中
か
ら
、

予
選
会
を
通
過
し
た
19
歳
か
ら
40

歳
ま
で
の
11
人
が
本
選
会
に
出
場

し
、
美
し
い
振
袖
姿
を
披
露
し
ま

し
た
。
自
己
紹
介
の
場
面
で
は
、

緊
張
し
た
空
気
が
漂
う
中
、
審
査

員
と
５
０
０
人
の
観
客
が
出
場
者

の
立
ち
居
振
る
舞
い
に
注
目
し
、

ス
ピ
ー
チ
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

オープニングフェスティバル：園児たちによるダンス観客とアーティストが一体となって盛り上がります

仲間と談笑。自分らしい時間で楽しみました

雪上カーニバル会場を利用したライブステージ

毎年、特色あるアーティストが出演ライブペインティングも ウェルカムセレモニー：交流都市の皆さんをお迎えしました

新しい女王に引き継がれます

ツマリアンボール選手権大会：３チームが同時に戦いました

※市報に掲載する広告を募集しています。詳しくは企画政策課☎757-3112
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十日町市議会議長賞
「吉翔」

（本町一丁目四区合同）

十日町市観光協会長賞
「最後の旅立ち〜光導く空へ」
（アウト・ドア・ファミリー４クラブ）

十日町市商店街振興組合連合会理事長賞
「十日町の新しい響

おと

 北斎と共に」
（七和地区振興会）

十日町市文化協会連合会長賞
「春を待つ」

（鉢真生会とゆかいな仲間達）

十日町青年会議所理事長賞
「おらほうの祝言」

（美佐島駅雪まつり実行委員会）

地元新聞社賞
「もののけ姫」

（のぞみの郷 新墾会）

審査員賞
「進め!!サウザンドサニー号」

（十日町市演劇協会）

審査員賞
「いなかっぺメモリアル」

（下条いなかっぺ大将）

十日町農業協同組合会長賞
「地獄めぐり」

（北新会with新田イベント研究会）

新潟県建設業協会十日町支部長賞
「花は咲く」

（水沢雪まつり会）

十日町ライオンズクラブ賞
「みんなで守るよ。」

（三春会）

十日町平成ライオンズクラブ賞
「フェニックス〜それは十日町〜」

（田麦有志と日本大学芸術学部）

ほくほく線賞
「風神くんと雷神くん」

（ひのスノーマン）

三国コカ・コーラボトリング賞
「今年の干支」

（㈱村山土建）

十日町商工会議所会頭賞
「きみのふるさと」

（愛ing下条）

十日町織物工業協同組合理事長賞
「いつくしみ〜あてまより愛をこめて〜」

（あてま有志の会）

キリン賞
「いざ鎌倉」

（上新田いずみ会）

十日町地域森林組合長賞
「夢列車出発です。」

（城之古青年会）

十日町市長賞
「Swing Swing!」
（学校町1丁目町内会）

十日町市長賞
「現代と過去 春のSL」

（上新田青壮年会）

～純白の造型美～純白の造型美～

雪の
芸術展
雪の
芸術展

第64回 十日町雪まつり
白い愛の祭典

第64回 十日町雪まつり
白い愛の祭典

十日町ロータリークラブ賞
「道元禅師 猛虎調伏す」

（三好園有志）

十日町北ロータリークラブ賞
「いい日、旅立ち」

（関浅四季の会）

　雪まつりの原点「雪の芸術展」には、
芸術部門36点、特別部門17点、学童部門
18点の計71点が出展されました。芸術部
門に入賞した22作品と特別表彰受賞団体
を紹介します。

35回参加表彰団体 上新田青壮年会

20回参加表彰団体 
南雲土建㈱ 

下条いなかっぺ大将 

15回参加表彰団体 美佐島駅雪まつり実行委員会 

10年連続表彰団体 田麦有志と日本大学芸術学部 

〈特別表彰受賞団体〉



1年1組 1年2組

教材室

相談室

保健室 校長室 職員室
児童玄関

職員
玄関機械室

管理員
室

東・中庭

みのり
学級

あおば
学級

会議室

中庭

図
書

コ
ー
ナ
ー

2年1組 2年2組 4年1組 4年2組

ふれあい広場
支援学校
小学部

ふれあい階段

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

支援学校
学習室

支援学校
中学部

プレールーム
小 プレールーム

大

保育室

遊
具
庫

個別指導室①

個別指導室②

検査室

放課後児童
クラブ玄関

玄関入口

発達支援
センター
事務室

相
談
室

控室

西・中庭支援学校
保健室

教材室 すまいる
教室

そよかぜ
教室

ひばり
教室

支援学校
職員室

支
援
学
校

校
長
室

コ
ン
テ
ナ
室

更
衣
室

多目的スペース

オープンスペース

倉庫 遊具
庫

シャワー室
シャワー室
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各
施
設
の
紹
介

【
十
日
町
小
学
校
】

　
昭
和
37
年
に
建
設
さ
れ
た
鉄
筋
校
舎

は
老
朽
化
に
よ
り
、
改
築
工
事
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
12
月
に
建
物

が
完
成
し
、
今
年
１
月
か
ら
児
童
３
１

２
人
が
新
校
舎
で
学
ん
で
い
ま
す
。
春

か
ら
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成
工
事
も
行
わ

れ
、
今
年
秋
に
は
全
て
の
工
事
が
完
了

す
る
予
定
で
す
。

◆
校
舎
の
特
徴

○
木
を
使
用
し
た
温
か
み
の
あ
る
内
装

○
壁
の
杉
板
や
ふ
れ
あ
い
広
場
、
玄
関

の
柱
は
県
産
材
を
使
用

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

十
日
町
小
学
校
・
市
立
ふ
れ
あ
い
の
丘
支
援
学
校
・
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
完
成

　
本
年
度
改
築
さ
れ
た
十
日
町
小
学
校
の
校
舎
に
は
、

市
立
ふ
れ
あ
い
の
丘
支
援
学
校
と
十
日
町
市
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
い
っ
し
�
に
入
っ

て
い
ま
す
�
こ
れ
は
﹁
共
に
学
び
成
長
す
る
﹂
と
い
う

共
生
の
理
念
に
基
づ
い
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
�
こ
の

校
舎
を
舞
台
に
子
ど
も
た
ち
が
お
互
い
を
認
め
合
い
、

共
に
成
長
す
る
教
育
活
動
を
進
め
ま
す
�

○
改
築
工
事
の
中
で
伐
採
し
た
校
庭
の

桜
の
木
を
、
玄
関
の
飾
り
や
校
内
の

ベ
ン
チ
に
使
用

○
環
境
教
育
の
た
め
、
ホ
ー
ル
外
部
壁

面
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、
発
電
し
た
電
気
を
校
舎
で
使
用

【
市
立
ふ
れ
あ
い
の
丘
支
援
学
校
】

　
県
立
小
出
特
別
支
援
学
校
ふ
れ
あ
い

の
丘
分
校
が
、
４
月
か
ら
「
市
立
ふ
れ

あ
い
の
丘
支
援
学
校
（
特
別
支
援
学

校
）」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
同
校
は
魚
沼
市
に
あ
る
新
潟
県
立
小

出
養
護
学
校
の
分
校
と
し
て
、
平
成
14

年
４
月
に
十
日
町
小
学
校
の
空
き
教
室

を
利
用
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。当
時
、

一
般
の
学
校
に
養
護
学
校
が
併
設
さ
れ

る
の
は
、
県
内
初
の
事
例
で
し
た
。
以

来
「
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
健

常
な
子
ど
も
た
ち
が
、
お
互
い
を
認
め

合
い
、
生
活
空
間
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
、
共
に
学
び
、
共
に
成
長
す
る
」

と
い
う
共
生
の
理
念
に
基
づ
い
た
特
色

の
あ
る
教
育
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
築
計
画
の
中
で
、
両
校
が

築
き
あ
げ
て
き
た
共
生
の
理
念
を
尊
重

し
、
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
新
た
に

市
立
校
と
し
て
十
日
町
小
学
校
と
併
設

し
開
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
十
日
町
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
お

ひ
さ
ま
）】

　
次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。
　

　
十
日
町
小
学
校
の
改
築
に
合
わ
せ

て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
新
設
し

ま
し
た
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、
家
庭

で
面
倒
を
見
る
人
が
い
な
い
、
お
お

む
ね
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

の
児
童
に
対
し
、
遊
び
や
生
活
の
場

を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
十
日
町
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
含
め
市
内
に
は
10
の
ク
ラ
ブ

が
あ
り
ま
す
。

◆
利
用
時
間

　
平
日

：

午
後
２
時
30
分
〜
６
時
30

分
（
下
校
時
間
に
対
応
し
ま
す
）

　
学
校
休
業
日

：

午
前

７
時
30
分
〜
午
後
６

時
30
分

※
日
曜
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
は
休
み

◆
利
用
料
（
児
童
１
人

当
た
り
）

○
日
額
４
０
０
円
（
午

前
の
み
２
０
０
円
、

午
後
の
み
３
０
０

円
）

○
月
額（
上
限
）８
月

：

７
、
０
０
０
円
、
８
月
以
外

：

５
、

５
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

◆
そ
の
他

○
昼
食
は
提
供
し
ま
せ
ん
※
夏
休
み

も
同
様

○
学
校
の
行
事
や
、
感
染
症
な
ど
で

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

◆
申
込
み

　
所
定
の
申
込
書
を
子
育
て
支
援

課
、
各
支
所
市
民
課
ま
た
は
各
ク
ラ

ブ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
を
し
た
日
に
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
　

◆施設概要（校舎面積）

　十日町小学校：4,393㎡、ふれあいの丘

支援学校：1,645㎡、十日町市発達支援

センター／放課後児童クラブ：497㎡

特
　　
　

集

特
　　
　

集

十日町小学校 市立ふれあいの丘
支援学校

発達支援
センター

共　　有
スペース

校舎１階の図。４施設が一つの校舎に入ります。

学　校　教　育　課：☎757-3336

十 日 町 小 学 校：☎752-3525

ふれあいの丘支援学校：☎752-7471

子 育 て 支 援 課：☎757-3719

発 達 支 援 セ ン タ ー：☎752-7270

放 課 後 児 童 ク ラ ブ：☎752-7267

◆各施設の問合せ

みん
ないっ

しょに育つ場所
みん
ないっ

しょに育つ場所そこ
は、

そこ
は、

みん
ないっしょに育つ場所みん
ないっしょに育つ場所

そこ
は、

そこ
は、

支
援
セ
ン
タ
ー
完
成

支
援
セ
ン
タ
ー
完
成

そ
こ
は
、み
ん
な
い
っ
し
ょ
に

育
つ
場
所
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特
　　
　

集

発
達
相
談

訓
練

【本町１下】吉澤武彦、吉澤織物㈱、
㈱村山商会、【本町西１】㈱渡商商事、
太古八、【本町２】アルバムハウス
ゆう、角屋㈱、㈱滝沢印刷、【本町
３】プラザ調剤薬局、大島邦祐、㈲
桃林堂、㈲ニワノ、田村昌美、㈱イ
チムラ百貨店、㈱中央印刷所山内商
店、丸福証券㈱十日町支店、㈲ガトー
タカダヤ、【本町４】㈲井筒屋商店、
阿部啓一、【本町５】㈱北原塗料店
十日町営業所、㈲西野電化、原田屋
旅館、たか橋、㈱カネカ樋口金物店、

【本町６－１】星名美隆、十日町石
油㈱、根津章江、㈲十日町銃砲火薬
店、㈱エフエムとおかまち、理容オー
タケ、㈲小川清商店、北越保育園、
和久井税理士事務所、天理教北越分
教会、【本町６－２】㈲金子商事、【本
町６－３】瀧澤平八、【袋町東】青
山康、㈱セイショウ、【袋町中】関
口憲太、関口耕二、山口医院、【袋
町西】田山武司、ジャパナクラフト
㈱、【十日町栄町】㈲デンテック藤
原、家根松板金、【寿町４】十日町
カトリック天使幼稚園、【高田町１】
㈲イトー楽器、庭野和子、庭野克弥、
庭野直弥、庭野信弥、㈱庭野電機商
会、樋口貴之、松岡誓一、㈱アイム
ス、㈱柳庄商店、合丸越、萱森商店、
わかば薬局袋町店、小島一、丸八商
店・ハローホリデー、マリーナ十日
町店、㈱上常商店、【高田町２】㈱
小林商事、村山時計店、栄や米店、
㈱片桐寅蔵商店、㈱コロネット、㈱
関定、㈱後藤電機、【昭和町１】関
口研、三広商事㈱、Ribbon	cafe、【昭
和町２】たきい衣料品店、勝又薬局、

【昭和町３】桑原公認会計士事務所、
花菱、田村歯科医院、いずみ保育園、

【昭和町４】阿部歯科医院、旅館清
水屋、根津晃、平沢テレビ十日町店、
大将亭、星野紀博、松喜屋、酒菜家旬、
サトウ接骨院、【西寺町】蕪木良吉、
根津接骨院、もち工房オガワ、【七
軒町】中林靖夫、入舟、弥八、【泉町】
小林俊明、㈱池田組、山崎歯科医院、
㈱フジミック新潟、根津良嗣、【加
賀糸屋町】阿部板金、【関口樋口町】
ひゃら、㈲豊吉、田村哲彦、柏田屋
㈱、【駅通り】今井紀雄、今井晋一郎、
宮沢荒物店、いずみ調剤薬局、田川
美佐子、本田君江、蕪木紳一郎、山
田正俊、野上書店、羽鳥高史、滝沢
政吉、村山幸三、大島善孝、登坂健
二郎、小林和夫、関口純夫、西野和之、
鈴蘭、シカゴ、㈱島田薬局、㈱萩谷
商店、さくら、㈲マルヤマ呉服店、
水落邦夫、共立観光㈱、【西浦町東】
村山隆太郎、【稲荷町１】㈱万有設
計、【稲荷町２】㈱宇都宮製作所、【稲
荷町３本通り】あさだ皮フ科、【稲
荷町３東】越路建設㈱、【稲荷町３
南】村山隆義、おおふち眼科、【稲
荷町３北】阿部ムツ子、【稲荷町４】
㈲佐藤教材店、【西本町１】㈱魚沼、

【八幡田町】㈱根茂レース、【宮下町
西】島田宗嗣、金子表具店、【諏訪
町】㈲エリアドゥ、佐伯幸子、佐伯
也寸子、【神明町】樋口正文、㈲池
田塗装、古澤有三、㈲授王、樋口玲
子、【学校町１】岡元松男、岡元眞
弓、関口明平、田麦そば、アルファー
㈱、根津榮一、根津雅子、佐野京子、
佐野篤夫、坂田文男、【水野町】信
愛堂印房、阿部勝実、【若宮町】池
周製麺所、かね井美術店、【田中町
西】㈲小川電機商会、大渕正夫、【川
原町】愛宕幼稚園、大島医院、村山

理容所、いなりや整骨院、【上川町】
㈲大和工務店、㈲蕪金板金店、金子
甚二、尾身辰二、あじさい、どさん
子117号店、DTSケンネル、㈲樋口
水道、㈲阿部設計事務所、【田川町
１】佐藤信一、【田川町２】大海武夫、

【田川町３】池田春夫、【島】㈱きも
のブレイン、【猿倉】㈲猿倉事業所、

【新座第２】㈱佐藤工務所、【四日町
新田第３】㈱美佐伝、【南新田町１】
㈲白雪、㈱北陸保全、【尾崎】北越
融雪㈱、【中条島】㈲ホクホク機械、

【川治上町第２】㈲魚沼鉄工、【北新
田第３】㈱塚田設計事務所、【明石町】
大島電気㈱、【高山第３】十日町木
工㈱、【美雪町１・２】カネコ工業
㈱、【高田町６】十日町農業協同組合、
㈱ぴっとランド、㈱十日町測量、佐
野剛士、㈲佐野写真館、㈱村熊商店、
十日町プロパンガス販売協同組合、
㈱新川屋、【山本町３】㈱羽生田、【寿
町２・３】㈱ダイユウ、【千歳町２・３】
アリス、㈱植木組十日町営業所、関
口京子、【関根第２】村山栄治、【珠川】
㈱オスポック、【下平新田】清水塾、

【新潟市東区】とさか歯科医院、【東
京都世田谷区】土倉享一、小林勝治、

【東京都練馬区】白神正徳、【東京都
杉並区】立正佼成会、【東京都品川
区】金崎節、【東京都中野区】新井
真由美、【東京都武蔵野市】春日寛、
春日恒子、【東京都府中市】滝沢正
壽、【千葉県佐倉市】小幡和徳、【千
葉県市川市】生越孝、【埼玉県上尾市】
樋口茂、樋口零子、【神奈川県横浜
市】滝沢政治、【福島県会津若松市】
㈱リオン・ドールコーポレーション
ほか個人19人、法人26社

十
日
町
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
﹁
お
ひ
さ
ま
﹂

　
十
日
町
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
﹁
お
ひ
さ
ま
﹂）
は
、
分
散
し
て
い
た
相

談
窓
口
や
教
室
を
一
本
化
し
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
子
ど
も
の
発
育
・
発
達

を
促
す
施
設
と
し
て
４
月
に
開
設
し
ま
す
�
言
葉
の
遅
れ
や
友
だ
ち
関
係
な
ど
、

子
ど
も
の
発
達
の
悩
み
に
対
し
て
共
に
考
え
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
�
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
�

　
十
日
町
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

「
発
達
相
談
」「
訓
練
」「
家
族
支
援
」「
研

修
」
を
支
援
の
柱
と
し
、
他
の
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
に

合
っ
た
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
つ
の
柱
で
子
ど
も
の

　
　
　
発
達
を
支
援

　
発
達
の
遅
れ
や
言
葉
の
遅
れ
な
ど
、

子
ど
も
の
発
達
や
成
長
に
つ
い
て
気
に

な
る
こ
と
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

子
ど
も
へ
の
接
し
方
や
療
育
、
就
園
、

就
学
に
向
け
て
不
安
に
思
っ
た
り
困
っ

た
り
し
て
い
る
こ
と
、
子
育
て
に
つ
い

て
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
活
動
〉

◆
保
育
園
、
幼
稚
園
巡
回
相
談

：

市
内

の
保
育
園
、
幼
稚
園
を
定
期
的
に
訪

問
し
、
集
団
生
活
の
中
で
の
子
ど
も

　
就
学
前
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
親
子

教
室
（
ぽ
か
ぽ
か
）、
個
別
教
室
（
き

ら
き
ら
）、
小
集
団
教
室
（
ぐ
ん
ぐ
ん
）

で
発
達
を
支
援
し
ま
す
。
親
子
教
室
と

個
別
教
室
は
松
之
山
地
域
で
出
張
教
室

も
開
設
し
ま
す
。

◆
親
子
教
室
（
ぽ
か
ぽ
か
）

：

つ
く
し

園
で
行
わ
れ
て
い
る
親
子
で
の
療
育

が
引
き
継
が
れ
ま
す
。
親
子
の
活
動

を
楽
し
み
な
が
ら
、
同
世
代
の
子
ど

も
と
の
関
わ
り
や
集
団
で
の
経
験
を

増
や
す
こ
と
で
、
言
葉
や
心
身
の
発

達
を
支
援
し
ま
す
。

︿
対
象
﹀
言
葉
や
心
身
の
発
達
の
遅
れ

が
疑
わ
れ
る
乳
幼
児
と
保
護
者

◆
個
別
教
室
（
き
ら
き
ら
）

：

く
れ
よ

ん
教
室
や
つ
く
し
園
の
個
別
教
室
が

引
き
継
が
れ
ま
す
。
個
別
の
活
動
を

通
し
て
、
発
達
支
援
や
社
会
性
ス
キ

ル
の
向
上
、
発
音
の
改
善
な
ど
を
目

指
し
ま
す
。

︿
対
象
﹀
発
達
の
遅
れ
、
社
会
性
の
遅

れ
の
疑
い
、
発
音
の
不
明
瞭
な
ど
で

個
別
に
訓
練
が
必
要
な
年
中
以
上
の

幼
児

◆
小
集
団
教
室
（
ぐ
ん
ぐ
ん
）
※
平
成

25
年
秋
か
ら
開
設
予
定

：

小
集
団
の

活
動
を
通
し
て
、
社
会
性
ス
キ
ル
の

向
上
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。

︿
対
象
﹀
発
達
の
遅
れ
、
社
会
性
の
遅

れ
の
疑
わ
れ
る
年
長
児

家
族
支
援

　
発
達
や
成
長
の
心
配
が
あ
る
子
ど
も

が
い
る
家
族
同
士
が
情
報
交
換
を
し
た

り
、
お
互
い
に
助
け
合
え
た
り
す
る
場

を
作
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
保
護
者
向
け

の
学
習
会
を
企
画
運
営
し
ま
す
。

研
修

　
支
援
に
関
わ
る
職
員
を
対
象
に
、
支

援
技
術
向
上
の
た
め
の
研
修
を
企
画
運

営
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
発
達
障
が
い
な

ど
を
多
く
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
啓
発
事
業
を
企
画
運
営
し
ま
す
。

の
健
や
か
な
発
育
を
支
援
し
ま
す
。

◆
お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

：

保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
あ
そ
び
の
教
室
が
引

き
継
が
れ
ま
す
。
保
護
者
と
子
ど
も

が
小
さ
な
集
団
で
た
く
さ
ん
遊
ぶ
場

を
提
供
し
ま
す
。

◇指導員による、発音の練習などの個別指導が
　行われます（写真上）
◇床暖房を備えたプレールーム（写真下）

　平成25年度に実施する施設周辺の環境整備な

どに、個人101人、法人171社の皆さんから総額

14,145,000円　( ２月20日現在）のご寄附をいた

だきました。ありがとうございました。（敬称略）

校舎の環境整備などにたくさんの支援をいただきました
～寄附ありがとう～（義務教育施設整備資金への寄附）

十日町小学校 ふれあい広場

１

2

4 3

４ 子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

みん
ないっ

しょに育つ場所
みん
ないっ

しょに育つ場所そこ
は、

そこ
は、

みん
ないっしょに育つ場所みん
ないっしょに育つ場所

そこ
は、

そこ
は、
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年
度
替
わ
り
は
窓
口
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
届
出
は
お
早
め
に

　
３
月
・
４
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
手
続
き
や
証
明
書
の
発
行
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
特
に
、
休
日
の
前

後
や
昼
休
み
は
混
雑
し
ま
す
。

本
庁
の
窓
口
業
務
を
延
長
し
ま
す

自
動
交
付
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

延
長
窓
口
の
業
務
内
容

❶
戸
籍
関
係

❷
住
民
基
本
台
帳
関
係

❸
自
動
交
付
機
の
利
用
登
録

❹
印
鑑
登
録
・
証
明
書
の
発
行

❺
自
動
車
臨
時
運
行
許
可

❻
国
民
年
金
関
係

❼
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

　
者
医
療
保
険
関
係

❽
子
育
て
支
援
関
係

　
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
事
務

及
び
公
的
個
人
認
証
（
電
子
証

明
書
）
事
務
は
延
長
し
ま
せ
ん
。

午
後
５
時
ま
で
に
窓
口
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

注　　意
戸籍や住民票などの請求時
に本人確認を行っています

　戸籍法及び住民基本台帳法に基づ

き、戸籍や住民票などの請求時に本

人確認を行っています。申請する場

合は、運転免許証や住基カード（写

真付き）などの本人確認書類を持参

してください。

出
生
届
、
死
亡
届
な
ど
各
種
戸
籍
届
出

国
民
年
金
の
各
種
請
求
な
ど
の
受
付

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
・
医
療
費

助
成
に
関
す
る
申
請
な
ど
の
受
付

●
延
長
期
間

　

３
月
21
日
㈭
〜
４
月
５
日
㈮

●
延
長
時
間
：
午
後
７
時
ま
で

※
本
庁
窓
口
の
み
延
長
し
ま
す

※
延
長
時
間
中
は
、
対
応
す
る
職
員
が

少
な
く
な
る
た
め
、
お
待
た
せ
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

転
入
・
転
出
・
転
居
届
、
世
帯
主
変
更

届
の
受
付
、
住
民
票
の
写
し
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
な
ど
（
特
例
転

入
な
ど
の
住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
業

務
は
除
く
）

❼
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

　
者
医
療
保
険
関
係

こ
ち
ら
市
役
所
窓
口
で
す

　
本
庁
舎
玄
関
に
は
、
土
・
日
曜
日
を

含
め
、
毎
日
午
前
８
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
利
用
で
き
る
自
動
交
付
機
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
自
動
交
付
機
で
は
、
早

く
・
安
く
・
簡
単
に
各
種
証
明
書
を
取

得
で
き
ま
す
。

　
自
動
交
付
機
の
利
用
に
は
事
前
に
暗

証
番
号
の
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
開
庁

時
間
に
窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
申
請
者

　
利
用
者
本
人
の
み
（
代
理
不
可
）

○
必
要
な
も
の

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｏ

　
３
カ
ー
ド
含
む
）
ま
た
は
印
鑑
登
録

　
証

・
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転

　
免
許
証
な
ど
）

○
登
録
手
数
料

　
無
料

○
手
続
き
場
所

　
本
　
庁

：

市
民
生
活
課

　
各
支
所

：

市
民
課

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
関
す
る
申
請
な
ど
の
受
付

　
高
校
入
学
や
進
学
に
よ
る
ア
パ
ー
ト

契
約
な
ど
で
、
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書

が
必
要
な
機
会
が
増
え
る
時
期
で
す
。

◆
問
合
せ

　
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係

　
☎
７
５
７

�

３
１
１
６

　
市
民
生
活
課
国
保
係

　
☎
７
５
７

�

３
７
３
５

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
７
５
７

�

３
７
１
９

　
今
年
も
就
職
・
転
勤
・
進
学
な
ど
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
�
転
出
日
・
転
出
先

が
決
ま
っ
た
ら
、
早
め
に
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
�
年
度
替
わ
り
の
こ
の
期

間
、
市
で
は
一
部
の
窓
口
業
務
を
延
長
し
ま
す
�

至上越市

至柏崎市 

JA給油所●
　ライス
●センター

♨千年の湯

川西中学校
●

　●
上野小学校

至津南町 至小千谷市

●コンビニ

至魚沼市至南魚沼市

十日町駅
キナーレ●

十日町
警察署●

十日町橋

妻有大橋

千手トンネル

信濃川 栄橋

至小千谷市

あかね園

上野

253 252

252253

117

高原田水口沢

国保川西診療所
（休日救急診療センター）

【案内図】川西中学校の近く。十日町駅から車で15分です。

ご
利
用
く
だ
さ
い

休
日
救
急
診
療
セ
ン
タ
ー

月
か
ら

設

４

開

　
４
月
か
ら
休
日
救
急
診
療
セ
ン
タ
ー

を
国
保
川
西
診
療
所
内
に
開
設
し
、
こ

れ
ま
で
の
在
宅
当
番
医
制
と
当
面
併
用

し
て
休
日
救
急
診
療
を
行
い
ま
す
。

　
現
在
、
休
日
救
急
診
療
は
、
十
日
町

市
中
魚
沼
郡
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、

在
宅
当
番
医
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。（
毎

月
25
日
号
の
市
報
ガ
イ
ド
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
）

　
し
か
し
、
毎
回
医
療
機
関
が
変
わ
り

「
分
か
り
に
く
い
」
と
の
声
も
多
く
、

十
日
町
病
院
の
休
日
救
急
外
来
に
は
多

く
の
患
者
が
受
診
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
、
重
症

な
患
者
を
診
療
す
る
十
日
町
病
院
に
大

き
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
休
日
や
祝
日
に
急
な
発

熱
な
ど
で
具
合
が
悪

く
な
っ
た
と
き
は

休
日
救
急
診

療
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
診
療
日
】

　
休
日
救
急
診
療
セ
ン
タ
ー
の
診
療
日

は
日
曜
日
と
年
末
年
始
、
在
宅
当
番

医
の
診
療
日
は
祝
日
と
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
流
行
す
る

冬
期
間
は
、
休
日
救
急
診
療
セ
ン

タ
ー
と
在
宅
当
番
医
の
２
か
所
で
診

療
を
行
い
ま
す

【
受
付
時
間
】

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※
受
診
の
際
に
不
明
な
点
が
あ
る
場
合

は
セ
ン
タ
ー
に
直
接
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

【
休
日
救
急
診
療
セ
ン
タ
ー
の
住
所
】

　
十
日
町
市
高
原
田
２
０
１
番
地
4

　
☎
７
６
８
―
２
０
３
４

※
詳
し
い
診
療
日
程
は
、
毎
月
25
日
の

市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

◆
問
合
せ

：

健
康
支
援
課

　
　
　
　
　

☎
７
５
７
︱
９
７
６
４

の
受
付
、
戸
籍
・
除
籍
・
改
製
原
戸
籍

証
明
書
の
発
行
な
ど



催
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

「十日町市パワーアップ事業」募集

３
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
午
後
１

時
30
分
〜
（
開
場
１
時
）

市
民
会
館

無
料

●
出
演
団
体
＝
▼
16
日

：

塩
沢
商

工
高
校
・
六
高
と
八
海
の
ゆ
か

い
な
仲
間
た
ち
・
劇
団
御
の
字

　
信
濃
川
、
そ
し
て
上
流
の
千

曲
川
・
犀
川
ま
で
サ
ケ
を
遡
上

さ
せ
る
運
動
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ

О
法
人
「
新
潟
水
辺
の
会
」
で

は
、
今
年
も
サ
ケ
の
稚
魚
・
市

民
環
境
放
流
を
新
潟
県
（
信
濃

川
）
と
長
野
県
（
千
曲
川
ほ
か
）

で
行
い
ま
す
。　
信
濃
川
で
は
、

宮
中
取
水
ダ
ム
下
流
で
、
同
会

と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
協
働
で
19
万

尾
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
す
。

　
大
き
く
成
長
し
た
数
多
く
の

サ
ケ
が
、
ま
た
こ
の
地
へ
帰
っ

て
く
る
こ
と
を
願
い
、
市
民
の

皆
さ
ん
も
放
流
活
動
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
当
日
は
、
昨
年
完
成
し

た
宮
中
取
水
ダ
ム
の
魚
道
観
察

室
が
見
学
で
き
ま
す
。

３
月
17
日
㈰
午
前
10
時
～
11

時
（
荒
天
時
中
止
）

●
放
流
場
所

：

Ｊ
Ｒ
東
日
本
宮

中
取
水
ダ
ム
下
流
右
岸
河
川

敷
（
魚
道
付
近
）

●
集
合

：

午
前
９
時
30
分
ミ
オ

ン
な
か
さ
と
第
２
駐
車
場
※

放
流
場
所
付
近
に
は
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
集
合

場
所
へ
駐
車
し
て
く
だ
さ

い
。
駐
車
場
と
放
流
場
所
の

間
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
徒
歩
の
場
合
は
、

午
前
10
時
ま
で
に
放
流
場
所

へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い

無
料

当
日
は
濡
れ
て
も
よ
い
服
装

（
雨
具
・
長
靴
な
ど
）
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
稚

魚
放
流
に
使
う
バ
ケ
ツ
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

事
前
申
込
み
は
不
要
。当
日
、

時
間
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ

さ
い
。
小
学
生
以
下
の
場
合

は
保
護
者
も
い
っ
し
ょ
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い

建
設
課
信
濃
川
・
清
津
川
対

策
係
（
☎
７
５
７

｜

３
１
９

８
）

ミオンなかさと
第２駐車場

駐車場・集合場所

宮中橋

宮
中
ダ
ム

通
行
止

Ｒ
３
５
３

信濃川→

魚道

放流
場所

中里浄化
センター

通路（徒歩）

〈放流場所案内図〉

日￥他申問

サ
ケ
の
稚
魚
・
市
民
環
境
放
流

第
５
回 

つ
ま
り
市
民
里
山
学
会

　
地
域
の
自
然
や
文
化
に
か
か
わ

る
調
査
研
究
活
動
の
報
告
や
成
果

発
表
を
行
い
ま
す
。

３
月
16
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と
会
館

無
料

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
☎

５
９
５
―
８
３
１
１
）

日日 会会 ￥￥ 問

問

十
日
町
市
演
劇
協
会

第
11
回
妻
有
演
劇
ま
つ
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０
１
３

▼
17
日

：

十
日
町
高
校
・
小
出

高
校
・
劇
団
吟
仕
込

市
民
会
館
（
☎
７
５
７
―
５
０

１
１
）

　
栃
木
県
内
で
取
り
組
ん
で
い
る

温
泉
ト
ラ
フ
グ
養
殖
を
事
例
に
、

温
泉
水
を
活
用
し
た
新
規
ビ
ジ
ネ

ス
の
可
能
性
に
迫
り
ま
す
。

３
月
18
日
㈪
午
後
６
時
〜
７
時

30
分

ク
ロ
ス
テ
ン

30
人

野
口
勝
明
さ
ん
（
㈱
夢
創
造
社

長
）

産
業
政
策
課
営
業
戦
略
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
３
９
）

　
協
働
や
地
域
振
興
を
考
え
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
実
践
事
例
も
発

表
し
ま
す
。

3
月
23
日
㈯
午
後
1
時

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
（
☎

７
５
７
―
３
６
９
３
）

日日 会会 定講問問
地
域
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー

ト
ラ
フ
グ
が
十
日
町
名
物
に
！？

温
泉
水
で
ト
ラ
フ
グ
養
殖

広告掲載

～ 地域自治組織の活動を支援します ～

「十日町市パワーアップ事業」募集
　市では、地域自治組織のさまざまな活動に対して、「十日町市パワーアップ事業」を創設し支援し

ています。パワーアップ事業はソフト事業を基本とするもので、地域全体に事業効果の波及が見込ま

れるものを対象としています。平成24年度は下表の５つの事業を採択しました。

　25年度についても事業を募集します。詳しくは問い合わせてください。

【支援内容及び平成25年度の申請】

◆対象団体：十日町市地域自治推進条例施行規則

により市に届出のあった地域自治組織（「○○

地区（地域）振興会」「○○まちづくり協議会」

など地域によって名称が異なります）。

◆対象事業：総事業費が100万円を超えるもので、

事業効果が地域全体に波及することが見込まれ

るもの。

◆交付限度額・採択：150万円（全額補助）。審

査会を経て採択します（最大５地域）。

◆対象経費：ソフト事業を基本とし、これを実施

するために必要な経費。

◆申請期限：４月15日㈪までに、地域自治組織

の代表者名で申請。

　　市では、地域自治組織が「地域の課題は、地

域で解決する」ために必要となる財源の一部を、

十日町市地域自治推進事業交付金として交付し

ています。パワーアップ事業は、この交付金を

活用した取組みの一つで、地域自治組織が行う

活動のうち、通常の予算規模では実現が難しい

事業の実施の後押しを目的としています。

　　地域自治組織は、住民自らの判断と責任にお

いてまちづくりを行う「地域自治」を推進する

ために、24年度に市内13地域で設立された組

織です。

民謡のふるさと「全国新保広大寺大会」開催事業
（下条地区振興会）

水と時の流れ広場プロジェクト（中里まちづくり協議会）

申請団体 申請事業名 事業目的・内容 交付額

下条地区振興会
民謡のふるさと「全国新

保広大寺大会」開催事業

新保広大寺節を元唄として全国に広まった広

大寺くずしの発表会を実施するもの。
150万円

まつだい地域振興会 ウェルカムまつだい事業
交流推進のため、地域特性・資源を活用した

イベントや地域を学ぶ講座を実施するもの。
120万円

大井田地区振興会 大井田の郷公園整備事業
地域有志のボランティアによる維持管理を更

に進めるもの。
100万円

水沢地区振興会
つつじ原公園資源活用整

備事業

つつじ原公園の発信力を高め、地域内の他の

観光資源との連携を図るもの。
150万円

中里地域まちづくり協議会
水と時の流れ広場プロ

ジェクト

大地の芸術祭を契機に、地域の一体感、地域

づくりへの気概を醸成するもの。
150万円

【24年度の採択事業】

■提出・問合せ：企画政策課協働推進係　☎757-3693

地域自治組織とは

十日町市パワーアップ事業とは
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学
ん
だ
こ
と
を
地
域
活
動
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
生
か
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

新
潟
市
・
長
岡
市
・
上
越
市	

県
内
に
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
人
で
、
社
会
参
加
意
欲

の
あ
る
人

・
　
①
教
養
講
座（
２
年
制
）

：

31
日
間
／
６
、
０
０
０
円
（
１

●
任
用
期
間
＝
４
月
１
日
か
ら
９

〜
11
か
月
間

●
応
募
資
格
＝
普
通
自
動
車
免
許

を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

き
る
人

●
給
与
な
ど
＝
月
給
換
算
13
万

５
、
６
０
０
円
※
各
種
保
険
な

ど
加
入

６
時
間
勤
務
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム

も
７
人
募
集
し
ま
す

３
月
15
日
㈮
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
十
日
町

総
務
課
人
事
係
（
☎
７
５
７
―

９
７
８
７
）

広告掲載

●
募
集
人
数
＝
７
人

●
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
※
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
休
み

【
～
ゆ
っ
く
り
、
ほ
っ
こ
り
、
ま

ち
の
未
来
や
暮
ら
し
の
心
配
ご
と

を
語
り
合
お
う
～
】

　
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
こ
の
ま

ち
の
未
来
や
暮
ら
し
の
心
配
ご
と

な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。
話
し

合
っ
た
内
容
は
、
公
民
館
で
開
催

す
る
講
座
や
講
演
会
な
ど
の
テ
ー

マ
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
当
日

　
策
定
中
の
計
画
案
に
つ
い
て
、

市
役
所
非
常
勤
職
員
募
集

〈
事
務
職
員
〉

　
黒
米
そ
ば
な
ど
自
分
で
打
っ
た

そ
ば
を
そ
の
場
で
食
べ
な
が
ら
交

流
し
ま
す
。

３
月
31
日
㈰
午
前
10
時
〜
（
交

流
会
は
正
午
〜
）

の
っ
と
こ
い
（
枯
木
又
）

一
般
２
、
０
０
０
円
、
高
校
生

以
下
１
、
０
０
０
円
、
幼
児
無

枯
木
又
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
会

手
打
ち
そ
ば
の
会

日 日会￥

問

申

会 ￥

問

申

問 申 他

Ｆ

十
日
町
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
（
案
）
へ

の
意
見
を
募
集
し
ま
す

と
お
か
ま
ち
未
来
暖
議

３
月
26
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

３
時

本
町
分
庁
舎

無
料

豊
田
春
美
さ
ん
（
環
境
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、「
環
境
に
や
さ
し
い

生
活
」
出
前
講
師
）

・
　
十
日
町
市
消
費
者
協
会
事

務
局
（
産
業
政
策
課
商
工
振
興

係
内
☎
７
５
７
―
３
１
３
９
）

放
射
能
と
身
近
な
食
の
問
題

～
便
利
・
簡
単
の
裏
に
し
っ
ぺ
返
し
～

日会￥講

問

申

広告掲載

参
加
も
可
能
で
す
の
で
、
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
26
日
㈫
①
午
前
10
時
～
正

午
、
②
午
後
７
時
～
９
時
※
２

回
と
も
同
じ
内
容
で
す

無
料

・
　
・
　
中
央
公
民
館
（
☎
７

５
７
―
５
０
１
１
）

無
料

先
着
50
人

賀
川
隆
行
さ
ん
（
㈶
三
井
文
庫

嘱
託
研
究
員
）

・
　
文
化
財
課
（
☎
７
５
７
―

５
５
３
１
）

定講

問

申

　
長
野
県
北
部
地
震
の
被
災
者
を

支
援
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
る
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

３
月
31
日
㈰
午
後
１
時
〜
（
開

場
正
午
）

南
礼
会

第
３
回
「
が
ん
ば
れ
日
本
」

コ
ン
サ
ー
ト

日会￥
吉
田
中
学
校
体
育
館

無
料
※
皆
さ
ん
か
ら
の
善
意
を

お
願
い
し
ま
す

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
歌
の
ほ
か

ゲ
ス
ト
出
演
を
含
め
た
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定

佐
藤（
☎
７
５
２
―
７
８
８
６
）

問 内
十
日
町
商
工
会
議
所

新
入
社
員
実
務
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

　
新
入
社
員
に
必
要
な
基
礎
知
識

や
職
場
で
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
な

ど
を
実
習
を
交
え
て
学
び
ま
す
。

４
月
12
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

２
、
０
０
０
円
（
会
議
所
会
員

１
、
０
０
０
円
）
※
昼
食
・
資

料
代
含
む

・
　
・
　
３
月
25
日
㈪
ま
で
に

日￥

問

申

会

を
募
集
し
ま
す
。
市
内
の
音
楽
団

体
が
一
堂
に
会
し
、
日
頃
の
成
果

を
発
表
し
ま
す
。

・
　
３
月
31
日
㈰
ま
で
に
生
涯

学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８
９
１

８
）

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
３
月
26
日
㈫
ま
で

●
計
画
案
の
閲
覧
場
所
＝
中
心
市

街
地
活
性
化
推
進
室
・
本
町
分

庁
舎
・
各
支
所
地
域
振
興
課
・

各
公
民
館
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載

●
意
見
の
提
出
方
法
＝
持
参
ま
た

は
郵
送
（
〒
９
４
８
―
８
５
０

１
十
日
町
市
千
歳
町
３
―
３
）、

　
７
５
２
―
４
６
３
５
、
電
子

メ
ー
ル
（t-ch

u
k
a
tsu
@
city
.

to
k
a
m
a
ch
i.lg
.jp

）
の
い
ず
れ

か
で
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進

室
ま
で
※
用
紙
は
計
画
案
に
添

付
し
て
あ
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室

（
☎
７
５
７
―
３
６
９
１
）

年
分
）、
②
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座

：

４
日
間
／

３
、
０
０
０
円
、
③
パ
ソ
コ
ン

講
座

：

５
日
間
／
１
万
円

●
募
集
期
限
＝
４
月
５
日
㈮

高
齢
者
大
学
事
務
局
（
新
潟
県

社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
０
２
５

―
２
８
５
―
１
４
０
０
）

新
潟
県
福
祉
保
健
部
高
齢
福
祉

保
健
課
（
☎
０
２
５
―
２
８
０

―
５
１
９
０
）

　
７
月
７
日
㈰
に
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
る
、
音
楽
祭
の
出
演
団
体

第
25
回 

十
日
町
市
民
音
楽

祭
出
演
団
体
募
集

問

問

問

申申

９
時
～
11
日
㈭

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で

き
な
い
場
合
】
郵
送
ま
た
は
持
参

●
提
出
先
＝
希
望
す
る
国
税
局

●
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
㈪
〜
２

日
㈫
※
消
印
有
効

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
／
人

事
院
人
材
局
試
験
課

：

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
（
☎
０
３

―
３
５
８
１
―
５
３
１
１
）

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
／
関
東
信

越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

係

：

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
☎
０
４
８
―
６
０
０
―
３

１
１
１
）
※
い
ず
れ
も
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く

　
こ
の
表
彰
は
、「
職
場
に
お
け

る
女
性
の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る

た
め
の
積
極
的
な
取
組
み
」と「
仕

事
と
育
児
・
介
護
と
の
両
立
支
援

の
た
め
の
取
組
み
」
に
つ
い
て
、

他
の
企
業
の
模
範
と
な
る
取
組
み

を
推
進
し
て
い
る
企
業
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
＝
３
月
31
日
㈰
ま
で

平
成
25
年
度 

国
税
専
門
官
採

用
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成
25
年
度 

「
均
等
・
両
立
推

進
企
業
表
彰
」
候
補
募
集

平
成
25
年
度

高
齢
者
大
学
学
生
募
集

●
受
験
資
格
＝
昭
和
58
年
4
月
2

日
～
平
成
4
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
人
、
ま
た
は
平
成
4
年
4

月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
人
で
次

に
該
当
す
る
人
、
①
大
学
を
卒

業
し
た
人
及
び
平
成
26
年
３
月

ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の

人
、
②
人
事
院
が
①
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

●
第
１
次
試
験
＝
6
月
9
日
㈰

●
第
２
次
試
験
＝
7
月
16
日
㈫
〜

23
日
㈫
の
い
ず
れ
か

●
申
込
み
方
法

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
】

　h
ttp
://w

w
w
.jin
ji-sh

ik
e
n
.

g
o
.jp
/ju
k
e
n
.h
tm
l

●
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
㈪
午
前

問 申

会対内

￥

問

問

る
人
を
募
集
し
ま
す
。
毎
月
第
２

土
曜
日
に
情
報
館
で
勉
強
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

十
日
町
朗
読
サ
ー
ク
ル
・
酒
井

（
☎
７
５
７
―
６
９
１
８
）

　
十
日
町
朗
読
サ
ー
ク
ル
で
は
、

目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
市
報

を
音
声
訳
し
、録
音
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
操
作
や
文
字
入
力
が
出

来
る
人
で
市
報
の
録
音
を
す
る
人

と
、
そ
の
録
音
デ
ー
タ
を
編
集
す

問
市
報
と
お
か
ま
ち 

音
声
訳
・

編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
新
潟
県
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
☎
０
２
５
―
２
８
８
―
３
５

１
１
）

￥　
博
物
館
の
運
営
に
意
見
を
述
べ

る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数
＝
３
人

●
任
期
＝
４
月
１
日
～
平
成
27
年

３
月
31
日
（
２
年
間
）

●
応
募
資
格
＝
①
市
内
に
３
か
月

以
上
居
住
し
、
25
年
４
月
１
日

現
在
満
20
歳
以
上
の
人
、
②
博

十
日
町
市
博
物
館
協
議
会

委
員
募
集

　
中
越
大
震
災
を
機
に
市
に
寄
託

さ
れ
た
縮
問
屋
加
賀
屋
文
書
の
調

査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後

の
研
究
の
展
望
な
ど
を
含
め
て
お

話
し
し
ま
す
。

３
月
24
日
㈰
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

情
報
館

ふ
る
さ
と
歴
史
文
化
講
座

江
戸
呉
服
問
屋
と
加
賀
屋
文
書

日会

料・
　
春
川
（
☎
７
５
９
―
２
２

１
６
）

十
日
町
商
工
会
議
所
（
☎
７
５

７
―
５
１
１
１
）

物
館
を
よ
く
利
用
し
、
年
２
回

開
催
さ
れ
る
協
議
会
に
出
席
で

き
る
人

●
報
酬
＝
協
議
会
１
回
に
つ
き

５
、
５
０
０
円

・
　
３
月
25
日
㈪
ま
で
に
博
物

館
（
☎
７
５
７
―
５
５
３
１
）
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催
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・
　
南
魚
沼
市
立
ゆ
き
ぐ
に
大

和
病
院
（
☎
０
２
５
―
７
７
７

―
２
１
１
１
）

◆
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
の
人

平
成
25
年
度
の
保
険
料
額
は

７
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
平
成
25
年
度
の
保
険
料
額
は
、

前
年
中
の
収
入
状
況
に
基
づ
い
て

７
月
１
日
に
算
定
さ
れ
ま
す
。
加

入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
は
、
７
月

中
旬
に
「
平
成
25
年
度
の
保
険
料

額
の
お
知
ら
せ
」を
送
付
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
分
の
保
険
料
の

納
め
方

　
年
６
回
の
年
金
支
給
の
際
に
保

険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

◇
４
・
６
・
８
月

：

仮
徴
収

　
平
成
25
年
２
月
の
年
金
か
ら
の

徴
収
額
と
同
額
が
３
回
天
引
き
さ

れ
ま
す
。

◇
10
・
12
・
２
月

：

本
徴
収

　
確
定
し
た
年
間
保
険
料
か
ら
仮

徴
収
分
を
差
し
引
い
た
額
が
３
回

に
分
け
て
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

※
昨
年
８
月
の
年
金
か
ら
の
納
付

◆
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
で
納
付
）
の
人

　
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
毎

月
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で

納
め
て
も
ら
い
ま
す
。
口
座
振
替

の
手
続
き
を
す
る
と
、
納
め
忘
れ

が
な
く
便
利
で
す
。

　
た
だ
し
、
75
歳
に
到
達
す
る
な

ど
年
度
途
中
に
加
入
し
た
場
合

は
、
加
入
後
６
か
月
程
度
で
特
別

徴
収
へ
切
り
替
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
個
別
に
送
付
さ
れ
る
通
知

書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

を
最
後
に
保
険
料
徴
収
が
中
断

さ
れ
て
い
た
人
は
、
７
〜
９
月

は
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
）
と
な

り
ま
す

　医療制度の改正により、４月から70〜74歳

の人は自己負担割合が１割から２割に変更され

る予定でしたが、経過措置の延長で当面１割負

担に据え置かれることになりました。

　これに伴い、高齢受給者証の自己負担割合の

表記が「２割（平成25年３月31日までは１割）」

となっている人は、４月１日㈪から「２割（平

成25年７月31日までは１割）」に変更したもの

を３月下旬に郵送交付します（平成25年８月

１日からのものは、７月下旬に送付します）。

　高齢受給者証が届いたら、住所・世帯主氏名・

高齢受給者証の自己負担割合の
変更が延長されます

国民
健康保険

被保険者氏名など記載事項を確認し、誤りがあ

る場合は届け出てください。また、裏面の注意

事項もよくお読みください。４月１日以降、今

までの高齢受給者証は使用できませんので、誤

使用を防ぐために必ず裁断するなどして破棄す

るか、市民生活課国保係または各支所市民課に

返還してください。

※自己負担割合が３割の人は変更ありません

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
お
知
ら
せ

　市民生活課国保係（☎757-3735）問

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
肝
硬
変

や
肝
が
ん
な
ど
、
多
く
の
肝
臓
病

の
原
因
と
な
る
病
気
で
す
。
大
事

な
の
は「
早
期
発
見
」「
早
期
受
診
」

「
自
己
管
理
」
で
す
。
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

持
ち
、
自
分
の
健
康
に
役
立
て
て

み
ま
せ
ん
か
。
肝
臓
病
の
患
者
や

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
で
医
療
機
関

受
診
を
す
す
め
ら
れ
た
人
、
そ
の

ご
家
族
な
ど
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
18
日
㈪
午
後
２
時
〜
３
時

肝
臓
病
教
室
・
相
談
会

〜
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
」
知
っ
て
ま
す
か
〜

３
月
16
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
さ
わ

ら
び
（
南
魚
沼
市
浦
佐
）

講
演

：

午
後
２
時
〜
３
時
20
分

「
認
知
症
の
人
と
向
き
合
う
」

木
之
下
徹
さ
ん
（
こ
だ
ま
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）、
午
後
３
時
25

分
〜
３
時
50
分
「
認
知
症
地
域

連
携
パ
ス
の
解
説
」
宮
永
和
夫

さ
ん
（
南
魚
沼
市
立
ゆ
き
ぐ
に

大
和
病
院
長
）

会内 日
認
知
症
地
域
連
携
の
た
め
に

〜
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
に
は
〜

（
☎
０
１
２
０
―
４
４
５
―
４

４
５
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

健
康
支
援
課
（
☎
７
５
７
―
９

７
６
４
）

問

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
促

進
事
業
無
料
講
演
会
で
す
。現
在
、

家
庭
の
教
育
力
向
上
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
親
や

保
護
者
が
孤
立
せ
ず
、
地
域
社
会

や
学
校
な
ど
と
つ
な
が
り
、
安
心

会講 ￥定申 日

問

講
演
会

子
ど
も
も
親
も
幸
せ
に
な
る
、

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
と
は

【
４
日
間
連
続
！
春
期
短
期
水
泳
講

習
会
】

３
月
28
日
㈭
〜
31
日
㈰
午
前
８

時
30
分
〜
９
時
45
分

幼
児
・
学
童

５
、
０
０
０
円
（
４
回
）

●
コ
ー
ス
＝
①
初
心
者
コ
ー
ス
、

②
ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
習
得
コ

ー
ス
、
③
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ

イ
習
得
コ
ー
ス

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

体
験
教
室
・
イ
ベ
ン
ト

30
分
※
当
日
参
加
も
可
能

十
日
町
地
域
振
興
局

無
料

講
演

：

「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の

正
し
い
知
識
と
生
活
上
の
留
意

点
」
塚
田
芳
久
さ
ん
（
十
日
町

病
院
院
長
）

講
演
後
、
希
望
者
の
み
医
師
に

よ
る
個
別
相
談
が
あ
り
ま
す

（
要
予
約
）

・
　
十
日
町
保
健
所
地
域
保
健

課
（
☎
７
５
７
―
２
４
０
１
）

す
る
自
動
車
で
一
定
の
要
件
を
満

た
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
申
請
に

よ
り
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま

す
（
既
に
減
免
を
受
け
て
い
る
自

動
車
は
、
利
用
状
況
な
ど
に
変
更

が
な
け
れ
ば
申
請
は
不
要
で
す
）。

減
免
の
要
件
及
び
制
度
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
新
潟
県
税
務
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
に
い
が
た
県
税
の

窓
口
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間
＝
４
月
１
日
㈪
～
５

月
31
日
㈮
、
ま
た
は
納
税
通
知

書
に
記
載
の
納
期
限
ま
で

●
申
請
窓
口
＝
各
地
域
振
興
局
県

税
部
（
収
税
課
）

新
潟
県
総
務
管
理
部
税
務
課

（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
０

４
８
）

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
人
が
利
用

問

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を

持
つ
皆
さ
ん
へ

～
自
動
車
税
減
免
の
ご
案
内
～

会￥内

日

申

問

他

し
て
笑
顔
で
子
育
て
が
で
き
る
仕

組
み
を
築
い
て
い
く
こ
と
も
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
演
会

で
は
、
地
域
に
お
け
る
よ
り
良
い

教
育
環
境
の
実
現
に
向
け
て
考
え

ま
す
。

３
月
21
日
㈭
午
後
７
時
～
９
時

情
報
館

無
料

先
着
申
込
み
１
０
０
人

増
山
均
さ
ん
（
早
稲
田
大
学
文

学
学
術
院
教
授
）

・
　
３
月
19
日
㈫
ま
で
に
生
涯

学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８
９
１

８
）

　
白
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な

ど
の
血
液
疾
患
患
者
を
救
う
こ
と

の
で
き
る
治
療
法
に
骨
髄
移
植
が

あ
り
ま
す
。
日
本
で
骨
髄
移
植
や

末
梢
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す

る
患
者
は
、
少
な
く
と
も
毎
年
２

千
人
を
数
え
ま
す
。
１
人
で
も
多

く
の
患
者
を
救
う
に
は
、
多
く
の

ド
ナ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。

　
十
日
町
圏
域
で
は
、
骨
髄
提
供

に
協
力
で
き
る
人
の
ド
ナ
ー
登
録

を
年
３
回
献
血
会
場
で
行
っ
て
い

ま
す
。
２
㎖
の
採
血
で
調
べ
る
こ

と
が
で
き
、
費
用
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
こ
の
機
会
に
、
ド
ナ
ー
登
録

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

３
月
26
日
㈫
午
後
1
時
～
午
後

３
時
※
当
日
は
献
血
も
実
施

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

ド
ナ
ー
登
録
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
骨
髄
移
植
推
進
財
団
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

jm
d
p
.o
r.jp
/

）
ま
た
は
電
話

会他 日

問

申

４月１日㈪から
国民健康保険一部
負担金の減免制度が
はじまります

　この制度は、市の国民健康保険に

加入している人が医療機関を受診し

た際に支払うべき一部負担金につい

て、減額、免除または徴収を猶予す

る制度です。

次のいずれかに該当したことで生

活が困窮し、一部負担金の支払い

が困難と認められる世帯

①災害により、死亡もしくは障がい

者となり、または資産に重大な損

害を受けたとき

②災害による農作物の不作、不漁、

その他これらに類する理由により

収入が減少したとき

③事業もしくは業務の休廃止または

失業により収入が著しく減少した

とき

④①～③に準ずる理由があったとき

※この制度を利用する場合、現在の

世帯（世帯主及び被保険者）の収

入の状況、資産の状況などの適用

条件がありますので、詳しくは相

談してください

　市民生活課国保係（☎757-3735）

対

問

３
月
26
日
は
献
血
の
日

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登

録
が
で
き
ま
す

日対￥



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

ン
タ
ー
（
☎
７
５
２
―
０
８
８

８
・
　
７
５
２
―
０
８
７
７
）

イ
ル
ス
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
」
を
使
用

し
て
化
学
熱
傷
を
起
こ
す
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
該
当
商
品
を

お
持
ち
の
人
は
直
ち
に
使
用
を
中

止
し
て
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

（
産
業
政
策
課
商
工
振
興
係
内

☎
７
５
７
―
３
７
４
０
）

10
時
〜
午
後
４
時
（
祝
日
・
年

末
年
始
は
除
く
）

●
相
談
電
話
＝
☎
０
２
５
―
２
８

１
―
７
８
７
０

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
ハ
ー
ト

館
（
新
潟
市
）

（
公
社
）
に
い
が
た
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
―
２

８
１
―
２
１
３
１
）

　
南
事
務
所
が
４
月
１
日
か
ら
本

町
分
庁
舎
内
に
移
転
し
ま
す
。

●
新
住
所
＝
〒
９
４
８
―
０
０
８

２
十
日
町
市
子
２
２
６
―
１

（
本
町
２
）
本
町
分
庁
舎
４
階

　
十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　
電
話
・
面
接
相
談
や
、
次
の
よ

う
な
支
援
も
行
い
ま
す
。
被
害
に

あ
っ
た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
司
法
制
度
、
事
件
捜
査
・
裁
判

手
続
き
な
ど
の
説
明

・
警
察
、
検
察
庁
、
裁
判
所
、
病

院
な
ど
へ
の
付
添
い

・
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
紹
介
と
付
添
い

・
状
況
に
応
じ
、
買
い
物
、
掃
除
、

子
守
り
な
ど
の
一
時
的
な
生
活

支
援

●
時
間
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前

問

Ｆ

犯
罪
・
交
通
事
故
な
ど
の

被
害
者
の
皆
さ
ん
へ

●とおかまち応援寄附金＝小堺一男（埼玉

県久喜市）、鈴木健介（富山県富山市）、

村山栄治（関根２）、大島孳（西寺町）、

小林重則（中屋敷）、河西敬之（神奈川

県平塚市）、桑原和幸（神奈川県秦野市）、

安達良二（東京都中野区）、上野拡子（神

奈川県川崎市）、西山宗也（神奈川県平

塚市）、松沢英昭（神奈川県横浜市）、和

久井工（本町７- １）、保坂正和（神奈

川県藤沢市）、西野和之（駅通り）

●情報館へ＝野沢正夫（野口）、阿部和誉（本

町６- １）、庭野勇吉（高田町３南）、清

水洋子（千手上町）、村山邦好（田川町３）

●地域福祉基金＝稲和会（10,000円）、雪

まつり豊親会ひろば甘酒募金（35,660

円）

寄付ありがとう
２月25日届出分まで（敬称略）

十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

南
事
務
所
（
旧
中
里
）
移

転
の
お
知
ら
せ

教
室
内
容
や
バ
ス
利
用
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

【
プ
ー
ル
開
放
時
間
の
延
長
】　
　

　
毎
週
日
曜
日
正
午
〜
午
後
５
時

大
人
４
０
０
円
、
子
ど
も
２
０

０
円

・
　
・
　
十
日
町
体
力
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―

３
３
４
３
）

　
㈱
ダ
イ
ト
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
販
売
（
輸
入
元

：E
R
A
 

Ja
p
a
n

㈱
）
し
た
空
間
除
菌
剤
「
ウ

空
間
除
菌
剤
「
ウ
イ
ル
ス

プ
ロ
テ
ク
タ
ー
」
に
注
意

問

全国大会で十日町市勢が大活躍
　全国スキー大会で、十日町市から出場した選手が大活躍しました。

入賞者を紹介します。（敬称略）

第68回 国民体育大会冬季大会スキー競技会
２月16日㈯～ 19日㈫　　秋田県花輪スキー場

○成年男子Ａクラシカル10㎞＝児玉翔平（日本大学・十日町高出身）：

８位、○成年男子Ｃクラシカル５㎞＝村山亮（十日町地域消防署）：

７位、○少年男子リレー＝新潟県チーム（尾身勇気・１走／松代高、

春日耀介・３走／六日町高・吉田中出身、笠原政人・４走／十日町総

合高）：３位、○成年男子リレー＝新潟県チーム（児玉翔平・１走／

日本大学・十日町高出身、佐藤友樹・２走／早稲田大学・十日町高出

身、小林洋介・３走／日本大学・十日町高出身、山崎徹・４走／陸上

自衛隊高田駐屯地・川西中出身）：３位、○少年女子クラシカル５㎞

＝酒井梨奈（十日町高）：５位、大平麻生（十日町高）：７位、○成年

女子Ａクラシカル５㎞＝本山育未（早稲田大学・松之山中出身）：１位、

○女子リレー＝新潟県チーム（酒井梨奈・１走／十日町高、本山育未・

４走／早稲田大学・松之山中出身）：２位

日 会

　
テ
ー
マ
型
の
無
料
相
談
会
を
毎

月
開
催
し
ま
す
。

第
３
回

：

３
月
23
日
㈯
〈
原
発

賠
償
〉、
第
４
回

：

４
月
20
日

㈯
〈
子
ど
も
の
問
題
〉、
第
５

回

：

５
月
18
日
㈯
〈
交
通
事

故
〉、
第
６
回

：

６
月
15
日
㈯

〈
遺
言
・
相
続
〉、
い
ず
れ
も
午

後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分

無
料

先
着
10
人
（
要
予
約
）
※
空
き

が
あ
る
場
合
は
当
日
受
付
も
可

・
　
・
　
新
潟
弁
護
士
会
長
岡

相
談
所
（
長
岡
市
）（
☎
０
２

５
８
―
86
―
５
５
３
３
）

問

日￥定会

申

地域 期　日 会　　場 時　　間

十
日
町

４月
８日㈪

十日町保健所 午前９時30分〜11時

旧八箇小学校 午前11時20分〜11時30分

吉田山谷集会所 午後１時30分〜１時50分

吉田公民館 午後２時〜２時15分

高島集会所 午後２時25分〜２時40分

羽根川荘 午後３時〜３時10分

４月
12日㈮

上新田自治会館 午前９時30分〜９時45分

下条公民館 午前10時〜10時30分

旧東下組保育所 午前10時45分〜10時55分

中条公民館 午前11時10分〜11時40分

新水克雪センター 午後１時30分〜１時45分

上原集会場 午後２時〜２時15分

４月
25日㈭

市民体育館 午前９時20分〜10時20分

大井田コミュニティセンター 午前10時30分〜11時30分

水沢公民館 午後１時30分〜２時30分

平成園 午後２時40分〜３時

野中地区集会所 午後３時20分〜３時30分

５月12日㈰ 市役所本庁 午前９時30分〜11時30分

川
　
西

４月
23日㈫

室島集落センター 午前９時30分〜９時40分

旧川西町克雪管理センター 午前９時50分〜10時10分

小白倉集落センター 午前10時30分〜10時40分

高齢者コミュニティセンター 午前11時10分〜11時30分

上野地区コミュニティセンター 午後１時10分〜１時30分

千手中央コミュニティセンター 午後１時40分〜２時30分

５月12日㈰ 市役所本庁 午前９時30分〜11時30分

地域 期　日 会　　場 時　　間

中
　
里

４月
11日㈭

宮中集落センター 午前９時30分〜９時45分

おもやドライブイン 午前10時20分〜10時30分

白羽毛ふれあいセンター 午前10時50分〜11時

田代集落センター 午後１時30分〜１時40分

倉俣集落センター 午後２時〜２時10分

総合センター 午後２時30分〜３時

５月12日㈰ 津南町役場 午後１時45分〜２時30分

松
　
代

４月
16日㈫

室野克雪管理センター 午前10時〜10時15分

蒲生生活改善センター 午前10時30分〜10時45分

松代支所
午前11時〜11時20分

午後１時〜１時20分

犬伏作業所 午後１時40分〜１時50分

５月12日㈰ 松代支所 午後３時30分〜４時

松
之
山

４月
26日㈮

浦田克雪センター 午後１時45分〜２時

松之山支所 午後２時20分〜２時45分

東川防雪センター 午後３時〜３時10分

スキー場駐車場 午後３時30分〜３時45分

５月12日㈰ 松代支所 午後３時30分〜４時

　飼い主は必ず愛犬に予防注射を受けさせ、鑑

札・注射済票を装着してください。

　既登録犬3,100円（注射代のみ）

　未登録犬6,100円（新規登録+注射代）

　案内はがき（既登録犬のみ）

●注意事項

・犬が死亡したとき、犬を譲渡したときは、届

出が必要です。認印と鑑札・注射済票を持っ

て環境衛生課、各支所地域振興課、または集

合注射会場までおいでください。

平成25年度 犬の登録・狂犬病予防注射の日程
犬を飼うためには、登録と年１回の予防注射が必要です

・集合注射時の犬のふんは、飼い主が責任を持

って片付けてください。

・犬の老齢や病気などの理由で注射が受けられ

ない場合は、獣医師の診察を受けて注射猶予

書を発行してもらい、環境衛生課に提出して

ください。

環境衛生課環境企画係

（エコクリーンセンター内☎752-3924）

問

持

￥

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

問 会

申

問

会 日￥ 他

り
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
開
館
時
間
＝
曜
日
に
よ
ら
ず
午

前
９
時
〜
午
後
７
時

　（
従
来
は
日
曜
日
・
祝
日
は
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
、
そ

れ
以
外
の
日
は
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
７
時
）

●
休
館
日
＝
第
４
月
曜
日
※
祝
日

の
場
合
も
休
館

　（
従
来
は
毎
週
月
曜
日
が
休
館
、

祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
休
館
）

●
特
別
整
理
期
間
（
蔵
書
点
検
に

よ
る
休
館
）
＝
年
10
日
以
内

　（
従
来
は
年
14
日
以
内
）

●
年
末
年
始
の
休
館
＝
従
来
ど
お

り
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

情
報
館
（
☎
７
５
０
―
５
１
０

０
）

問

　
情
報
館
の
休
館
日
と
開
館
時
間

を
４
月
か
ら
変
更
し
ま
す
。
開
館

日
・
開
館
時
間
が
拡
大
さ
れ
、
よ

４
月
か
ら
情
報
館
の
開
館

日
・
時
間
が
拡
大
し
ま
す



わが家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！
申込み・問合せは企画政策課秘書広報係　☎757-3112まで

元気なお年寄りを紹介し、
健康の秘けつなどをうかがいます。

22市報とおかまち　平成25年3月10日号

地元で作られたものを
地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。

連
載
コ
ー
ナ
ー
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家族のような温かさで接したい

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

93

　消防署が“常連さん”な２人。将来は消防士になって、
琥太郎ちゃんは消防車、望花ちゃんは救急車に乗りたいと
ハリキリます。春から保育園へ２人で通うのが楽しみです。

　知里ちゃんは歌って踊ることが大好き。得意な曲は「か
もめの水兵さん」です。美空（みそら）お姉ちゃんと活樹（か
つき）お兄ちゃんとはどこへ行くにも３人いっしょです。

　楽しみは週１回のゲートボール。スポーツ
パレス川西で、毎週金曜日にゲートボール仲
間と集まっています。ゲームをしたり、お茶
をしたり、お昼には隣の松葉荘で一杯やりな
がらゲートボール談議に花を咲かせます。「や
っぱり、10mとか15mとか離れているとこ
ろにタッチ（打球を他のボールに当てること）
できると気分がいいね」と楽しそうに話して
いました。

斎
喜
琥
太
郎
ち
ゃ
ん

　
　
望
花
　
ち
ゃ
ん

川
田
　
知
里
ち
ゃ
ん

さ
い
き
　
こ
た
ろ
う
ち
�
ん

︵
右
︶
平
成
21
年
５
月
15
日
生
ま
れ

　
　
　
　
も
か
ち
�
ん

︵
左
︶
平
成
22
年
10
月
７
日
生
ま
れ

川
治
内
後
１

か
わ
だ
　
ち
さ
と
ち
�
ん

平
成
22
年
4
月
15
日
生
ま
れ

中
条
中
町

︵
写
真
中
︶

髙橋　啓三郎さん（91歳・坪山）

柒

健康支援課母子保健係
TEL757-9759問合せ

　
予
防
接
種
は
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力

（
免
疫
）
を
体
内
に
つ
く
り
、
お
子
さ
ん

の
健
康
を
守
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

　
下
表
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
接
種
に
適

し
た
年
齢
期
に
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
予
防
接
種

は
医
療
機
関
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
直
接
医
療
機
関
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
い

ず
れ
の
場
合
も
、
対
象
年
齢

を
過
ぎ
る
と
自
費
で
の
接
種

（
任
意
接
種
）
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
乳
幼
児
や
学
齢
期
の
お
子

さ
ん
が
い
る
家
庭
で
は
、

母
子
健
康
手
帳
を
確
認

し
、
計
画
的
に
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い

※
お
子
さ
ん
の
体
調
の
良
い

と
き
に
受
け
ま
し
ょ
う

※１平成25年４月１日から対象年齢が１歳未満に拡大されます
※２平成７年４月２日から平成19年４月１日生まれの人は、20歳

未満まで日本脳炎の予防接種を受けられる特例措置があります
※３平成25年３月31日で終了します

予防接種の種類 対象年齢

BCG　※１ 生後６か月未満

４種種
混合

第１期初回 生後３か月以上７歳６か月
未満第１期追加

二種混合 第２期 11歳以上13歳未満

日本脳炎
※２

第１期初回 生後６か月以上７歳６か月
未満第１期追加

第２期 ９歳以上13歳未満

麻しん
風しん

第１期 １歳以上２歳未満

第２期 小学校就学の前年度

第３期※３ 中学１年生に相当する年齢

第４期※３ 高校３年生に相当する年齢

《定期の予防接種》

　
祖
母
の
「
人
に
携
わ
る
仕
事
が
向
い
て
い
る
」

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
高
校
卒
業
後
、
保

育
関
係
と
福
祉
関
係
の
こ
と
を
勉
強
で
き
る
専
門

学
校
に
進
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
実
習
で
、
何
も

で
き
な
い
自
分
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く

だ
さ
る
お
年
寄
り
の
温
か
さ
に
触
れ
、
福
祉
の
道

に
進
む
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
こ
の
職
に
つ
い
て
７
年
が
経
ち
ま
す
。
お
年
寄

り
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

一
人
ひ
と
り
の
性
格
・
そ
の
と
き
の
気
分
や
健
康

状
態
が
違
う
の
で
、
い
つ
で
も
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
気
持
ち
に
寄
り
添

い
、
自
分
が
努
力
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
お
年
寄
り

に
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
と
こ
ろ
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
こ
の
施
設
で
、
自
宅
に
い
る
よ
う
に
過
ご
し
て

い
た
だ
き
、
家
族
の
よ
う
な
温
か
さ
を
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
た
い
で
す
。

池田　翔 さん
1984年生

特別養護老人センター 不老閣　勤務

先月の町田聡美さんからのバトンタッチ

№ 31（最終回）雪室ジャガイモ 　雪室で熟成させることで糖度が増したじゃがいも。その
甘みを生かし、さまざまな料理で大活躍です。

　雪室ジャガイモは、「天然の冷蔵庫」とも呼ばれる雪室で低温

貯蔵されたジャガイモです。温度０〜５℃、湿度80〜 90％の低

温高湿度の状態で、３〜５か月間熟成させることで、通常のジャ

ガイモの約２倍の糖度となります。さらに、みずみずしさが長期

間保たれます。

　地域資源である雪を活用した地産地消の食材。素材そのものが

生み出した、上品な甘みのある雪室ジャガイモをぜひお試しくだ

さい。

〈おいしい食べ方〉

　煮物、揚げ物、焼き物、ジャガバター　など

●問合せ：農林課農業企画係　☎757-3120

上の写真は川西地域の越後妻有雪室倶
楽部で生産された雪室ジャガイモです。
千年の市じろばたで買うことができます。

93（最終回）

このコーナーは、今月をもちまして終了となります。今後も地産地消の取組みを進めましょう。

　
幼
少
期
に
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
１
回

し
か
受
け
て
い
な
い
人（
中
学
１
年
生〈
３

期
〉
と
、
高
校
３
年
生
〈
４
期
〉
に
相
当

す
る
年
齢
の
人
）
を
対
象
に
平
成
20
年
か

ら
５
年
間
実
施
さ
れ
た
定
期
接
種
は
、
平

成
25
年
3
月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。
ま
だ

受
け
て
い
な
い
人
は
早
め
に
受
け
ま
し
ょ

う
。

※
第
３
期

：

平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成

12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
第
４
期

：

平
成
6
年
４
月
２
日
〜
平
成

７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人



連
載
コ
ー
ナ
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[

裏]

　
弘
化
４
年
未
年
３
月
４
日
の
夜

四
ツ
時
︵
午
後
10
時
頃
︶、
善
光
寺
御

開
帳
の
節
に
、
大
地
震
が
発
生
し
た
。

十
二 

最
終
回
の
巻

　このコーナーでは、はぐくみのまちづくり運

動の一環として、次の５つの基本テーマに沿っ

たさまざまな提案をしてきました。

①食べることを考えよう

　〜食育の推進〜

②子どもの安全を守ろう

　〜安心安全なまちづくり〜

③読む力を身につけよう

　〜読書活動の推進〜

④元気にあいさつしよう

　〜あいさつ運動の推進〜

⑤体力・たくましさを伸ばそう

　〜体力づくりの推進〜

　一つ一つが、誰にでもすぐにできる提案でし

た。「これならできそう」「できそうもない」「同

感だ」「あたり前過ぎることだ」など、さまざ

ま感想を持ったことと思います。もし、できる

けれども行動に移していないのであれば、ぜひ

実践してください。例えばあいさつ一つとって

も、地域の大人が実践するだけで、地域が大き

く変わることでしょう。

　このように、将来の十日町市を担う子どもた

ちが地域の中で健やかに成長するには、大人た

ちがお手本を見せることが大切です。これから

も地域の子どもたちに関心を持ち、

子どもたちのために、できることか

らやってみませんか。

※本コーナーは、今回をもって終了

　します。ご愛読ありがとうござい

　ました

●問合せ：生涯学習課　☎ 757-8918

【今月のテーマ】

できることから、やってみよう !

り
ま
す
。

■
古
文
書
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
長
野
県
北
部
地
震
を
機
に
、
善
光
寺

地
震
か
ら
生
還
し
た
「
先
人
の
肉
声
」

と
も
い
え
る
記
録
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

は
、
大
変
意
義
深
い
も
の
で
す
。
現
代

に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
災
害
を

乗
り
越
え
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
が
見
出
せ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
手
紙
の
差
出
人
は
、
こ
の
年
に

吉
祥
寺
の
住
職
と
な
っ
た
上
野
村
出
身

の
名
僧
・
愚ぐ

禅ぜ
ん

和
尚
で
す
。
愚
禅
は
松

之
山
の
陽
廣
寺
の
住
職
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
長
右
衛
門
と
も
面
識
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　
長
右
衛
門
親
子
を
助
け
た
義
祐
は
、

後
に
吉
祥
寺
に
入
り
、
愚
禅
和
尚
の
下

で
修
業
に
励
み
ま
し
た
。
も
し
か
す
る

と
、義
祐
が
駒
込
吉
祥
寺
に
入
る
際
に
、

長
右
衛
門
が
間
に
立
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
そ
の
後
の
義
祐
は
、
嘉
永
５
年
、
愚

禅
和
尚
が
中
条
村
の
長
泉
寺
法
会
に
赴

い
た
際
に
同
行
し
た
高
弟「
山
本
義
祐
」

と
し
て
記
録
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
明
治
19
年
、
愚
禅
和
尚
に
ゆ
か
り

の
深
い
千
葉
県
船
橋
市
の
名
刹
・
宝
成

寺
二
十
一
世
・
天
山
義
祐
大
和
尚
と
な

　﹁
上
小
谷
村
　
相
澤
長
右
衛
門
様
へ

　
先
日
は
２
度
も
お
越
し
い
た
だ
き
、

そ
の
度
に
珍
し
い
品
を
頂
戴
し
て
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�
20
日

に
帰
国
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
�

こ
の
品
は
軽
い
物
で

は
な
い
で
す
が
、
道

中
の
慰
み
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思

い
、
進
呈
い
た
し
ま

す
�
ま
た
お
会
い
し

ま
し
�
う
﹂

■
善
光
寺
地
震
の
被
害

　
弘
化
４
（
１
８
４
７
）
年
５
月
８
日

（
新
暦
）、
善
光
寺
の
町
は
御
開
帳
に
訪

れ
た
諸
国
か
ら
の
大
勢
の
参
詣
者
で

ご
っ
た
返
し
、
周
辺
の
宿
屋
に
は
７
、

８
千
人
も
の
客
が
泊
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
夜
10
時
頃
、
突
然
す
さ
ま
じ

い
鳴
動
と
と
も
に
推
定
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
４
の
直
下
大
地
震
が
発
生
。
第

一
震
後
ま
も
な
く
火
災
が
起
こ
り
、
大

本
願
境
内
の
諸
堂
、
仁
王
門
、
寛
慶
寺
、

武
井
神
社
、
46
の
宿
坊
、
大
門
町
旅
籠

家
街
は
こ
と
ご
と
く
焼
失
。
町
は
３
日

間
燃
え
続
け
た
の
で
す
。
町
内
（
善
光

寺
領
分
）
の
死
者
は
、
住
民
１
４
５
７

人
、
旅
人
１
０
２
９
人
と
い
わ
れ
、
ほ

と
ん
ど
は
焼
死
者
で
し
た
。

■
木
札
に
込
め
ら
れ
た
思
い

　
こ
の
木
札
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
長

右
衛
門
夫
婦
と
娘
が
、
善
光
寺
地
震
に

遭
遇
し
た
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
助

け
ら
れ
て
命
を
つ
な
ぎ
、
小
谷
村
に
生

還
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
事
実

で
す
。
そ
し
て
、
大
地
震
の
恐
ろ
し
さ

と
、
情
け
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
人
た
ち

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う

木
札
に
経
緯
を
記
し
、
綿
入
を
家
宝
と

し
て
、
子
々
孫
々
に
伝
え
よ
う
と
し
た

強
い
思
い
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
ま
た
、
同
家
に
伝
わ
る
「
小
谷
村
宗

門
人
別
帳
」
か
ら
は
、
被
災
当
時
の
長

右
衛
門
家
の
家
族
構
成
が
読
み
取
れ
ま

す
。
こ
の
年
、
長
右
衛
門
は
57
歳
、
妻

は
47
歳
。
８
年
前
、
娘
に
婿
を
迎
え
、

６
歳
を
頭
に
３
人
の
孫
も
生
ま
れ
て
一

安
心
。
人
生
で
最
も
充
実
し
た
時
期
で

す
。
婿
に
家
を
任
せ
て
、
親
子
水
入
ら

ず
の
楽
し
い
旅
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
被
災
し
た
翌
年
以
降
の
「
宗
門
人
別

帳
」
に
も
３
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い

る
の
で
、
無
事
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

■
そ
の
後
の
長
右
衛
門
と
義
祐

　
同
家
資
料
群
か
ら
、
被
災
か
ら
５
年

後
の
嘉
永
５
（
１
８
５
２
）
年
２
月
、

江
戸
の
駒
込
吉
祥
寺
の
住
職
か
ら
、
長

右
衛
門
に
宛
て
た
次
の
よ
う
な
手
紙
も

見
つ
か
り
ま
し
た
。

[

表]

　
弘
化
４
年
未
３
月
４
日
の
大
地

震
の
際
、
私
、
長
右
衛
門
は
︵
潰
れ
た

宿
坊
の
下
か
ら
︶
丸
裸
の
ま
ま
這
い
出

て
き
た
と
こ
ろ
、
長
岡
町
在
の
溝
村
の

惣
七
様
と
次
郎
衛
門
様
、
両
名
の
奥
様

方
か
ら
、
こ
の
綿
入
を
頂
い
た
。
そ
の

た
め
、こ
の
綿
入
を
当
家
の
宝
と
す
る
。

善
光
寺
の
御
開
帳
に
つ
い
て
は
裏
面
に

詳
し
く
書
き
記
す
。

■
発
見
さ
れ
た
﹁
木
札
﹂

　
東
日
本
大
震
災
の
翌
日
に
発
生
し
た
長
野
県
北
部
地
震
で
被
災
し
、
取
り
壊
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
小
谷
集
落
（
旧
小
谷
村
）
油
屋
・
相
澤
家
の
土
蔵
か
ら
、
大

量
の
古
文
書
な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
長
さ
41
セ
ン
チ
、
幅
11

セ
ン
チ
ほ
ど
の
、
薄
い
柾ま

さ

目め

の
木
札
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
板
の
両
面
に
は
、
墨

で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

小
谷
・
相
澤
家
文
書

善
光
寺
地
震
か
ら
生
還
し
た
親
子私

、
長
右
衛
門
は
妻
と
娘
の
３
人
で
参

詣
に
行
っ
て
い
た
が
、
こ
の
地
震
に
遭

遇
し
、
泊
ま
っ
て
い
た
遍
照
坊
と
い
う

寺
が
倒
壊
し
た
。
諸
国
か
ら
や
っ
て
来

て
い
た
人
の
ほ
と
ん
ど
は
家
屋
の
下
敷

き
に
な
り
、
焼
死
し
て
し
ま
っ
た
。
し

か
し
、
私
た
ち
家
族
３
人
を
、
尾
張
国

知
多
郡
横
須
賀
村
︵
現
・
愛
知
県
東
海

市
︶
の
長
陳
寺
様
の
弟
子
・
義
祐
様
が

助
け
て
下
さ
っ
た
。
こ
の
方
は
後
に
江

戸
の
駒
込
吉
祥
寺
の
弟
子
と
な
ら
れ

た
。（
棒
線
部
分
は
後
で
書
き
足
し
た
文
）

■
問
合
せ

：

博
物
館

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

�

５
５
３
１

　
九
州
大
学
の
中
野
三
敏
名
誉
教

授
は
、「
江
戸
時
代
の
文
化
に
は

現
代
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

乗
り
越
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
」
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。
地
域
や
家
に

伝
わ
る
「
古
文
書
」
な
ど
の
記
録

類
は
、
地
域
や
先
人
た
ち
の
知
恵

や
歩
み
を
知
る
上
で
、
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。

　
十
日
町
市
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン

テ
�
ア
と
博
物
館
で
は
、
中
越
大

震
災
と
長
野
県
北
部
地
震
で
被
災

し
た
歴
史
資
料
な
ど
の
整
理
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
住
居
・
土
蔵
の
取
り
壊
し
な
ど

で
、
古
文
書
や
古
記
録
類
の
取
り

扱
い
に
迷
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、
残
せ
ば
宝

《大人が変われば子どもも変わります》



　このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介し
ています。情報がありましたら、企画政策課秘書広
報係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。

＝市民リポーター 市民リポーターによる市民目線でのリポートです。市民リポーターはいつでも募集していますので、興味のある人は問い合わせてください。
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ト
ピ
ッ
ク
ス

キョロロの「けつぞり」で雪滑り　最高！松
之
山 2月24日㈰：森の学校キョロロ

　今年もキョロロに巨大

な「けつぞりコース」が

出現。「けつぞり」は、

束ねた稲わらに肥やし袋

を被せた単純な作りで、

溝がないためキョロキョ

ロと回転しスリル満点！

この日も、子どもたちは

寒さを忘れて楽しんでい

ました。

大
好
評
！
８
０
０
食
が
30
分
で
品
切
れ

松　代

2
月
17
日
㈰
：
ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と
会
館

　「
新
ま
つ
だ
い
名
物 

創
作
料

理
発
表
会
」
に
約
2
5
0
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
松
代
名
産
の

米
や
そ
ば
、
郷
土
料
理
の
い
っ

ち
ょ
っ
ぱ
汁
を
テ
ー
マ
に
地
元

飲
食
店
が
創
作
し
た
8
品
が
並

び
ま
し
た
。
料
理
は
各
1
0
0

食
が
用
意
さ
れ
、
30
分
ほ
ど
で

品
切
れ
と
な
る
好
評
ぶ
り
で
し

た
。
今
後
は
参
加
し
た
各
店
舗

で
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
に
、

日
本
一
の
梅
の
産
地
で
あ

る
和
歌
山
県
田
辺
市
の
職

員
が
来
市
。
市
職
員
交
流

の
一
環
と
し
て
、
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し

た
。
初
め
て
手
に
す
る
ス

ノ
ー
ダ
ン
プ
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
、
気
持
ち
良
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

和
歌
山
県
の
梅
の
産
地
か
ら
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
月
17
日
㈰
：
西
保
育
園

市　内不要な布きれが布ぞうりに変身！十
日
町 ２月26日㈫：中央公民館

▼
3
月
9
日
㈯
に
第
25
回
雪
原
カ
ー
ニ
バ

ル
な
か
さ
と
～
誓
い
～
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
お
と
と
し
は
東
日
本
大
震
災
で
前
日

に
中
止
が
決
ま
り
、
昨
年
は
そ
の
際
に

作
っ
た
カ
ッ
プ
を
使
用
。
2
年
ぶ
り
の

カ
ッ
プ
作
り
を
２
月
に
行
い
ま
し
た
。
毎

日
の
よ
う
に
来
て
く
だ
さ
る
方
や
、
遠
く

は
新
潟
市
か
ら
来
て
く
だ
さ
る
方
、
自
宅

に
持
ち
帰
っ
て
作
っ
て
く
だ
さ
る
方
、
た

く
さ
ん
の
温
か
い
思
い
に
よ
っ
て
約
２
万

５
、
０
０
０
個
の
あ
か
り
が
カ
ー
ニ
バ
ル

会
場
を
は
じ
め
中
里
地
域
に
灯
り
ま
し

た
。
こ
の
と
き
の
様
子
は
次
号
３
月
25
日

号
の
市
報
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
お
楽
し
み
に
。

▼
十
日
町
市
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
冬
の

イ
ベ
ン
ト
が
次
々
と
終
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
そ
こ
に
住
ん
で
い

る
人
の「
雪
を
苦
労
と
思
う
だ
け
で
な
く
、

楽
し
み
た
い
」
と
い
う
思
い
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
に
特

色
が
あ
り
、
そ
の
ど
れ
も
が
市
と
し
て
誇

れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
表
紙
を

飾
っ
た
豪
雪
Ｊ
Ａ
Ｍ
も
、
豪
雪
地
で
あ
る

十
日
町
市
の
思
い
を
持
っ
た
、
市
内
の
若

者
が
、
自
分
た
ち
の
力
で
作
り
上
げ
、
成

長
さ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
そ
の
熱
い
思

い
が
そ
の
ま
ま
イ
ベ
ン
ト
の
熱
気
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
笑
顔
・
笑
顔
・

笑
顔
の
雰
囲
気
に
私

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

ら
い
ま
し
た
。

ぐる
り松之山

布川地区編

〜『訪問販売で買った商品の
　　　　　　代金が未払い！？～　

12

至津南

至松代

松之山東山

松之山
赤倉坪野

五十子平

上鰕池

下鰕池

藤倉

中尾

東川

353

布川地区布川
カフェ

　　　　　 　訪問販売会社に未払いがあるとい

う内容のハガキが届いたという相談が市内で複数

寄せられています。はがきには訪問販売の会社名

も商品名も金額も書いてありません。架空請求な

どにつながるものと思われますので無視して関わ

らないようにしましょう。心配な人はご相談くだ

さい。

【お知らせ】

　２月21日から改正特定商取引法で「訪問購入」

が規制されました。「訪問購入」とは、事業者が消

費者の自宅を訪問するなどして物品を買取る取引

のことです。売主（消費者）はクーリング・オフ

（８日間、無条件での契約解除）ができ、その間は

物品の引渡しを拒むことが可能です。消費者から

要請した訪問購入など、規制が適用されない場合

や物品（自動車など）があるので注意が必要です。

詳細は下記窓口まで。

●問合せ：十日町市消費生活相談窓口

　　　　　（産業政策課商工振興係内☎757-3740）

　　　　　平日／午前９時〜午後４時

アドバイス

　
松
之
山
地
域
の
南
東
部
に
位
置

す
る
布
川
地
区
は
、
東
川
流
域
の

山
間
・
谷
間
に
９
集
落
が
点
在
し
、

１
３
１
世
帯
、
３
１
５
人
（
平
成

24
年
12
月
末
現
在
）
が
暮
ら
す
静

か
な
農
山
村
で
す
。
過
疎
化
・
高

齢
化
が
進
み
、
商
店
は
あ
り
ま
せ

ん
。
交
通
も
１
日
６
便
の
市
営
バ

ス
だ
け
で
、
住
民
同
士
の
支
え
合

い
が
頼
み
の
綱
で
す
。

　
こ
の
地
区
の
宝
は
「
布
川
カ
フ

ェ
」。
平
成
23
年
11
月
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
事
務
所
で
あ
る
旧
布

川
保
育
所
の
ホ
ー
ル
を
開
放
し
、

住
民
の
た
ま
り
場
・
支
え
合
い
の

場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
布
川
カ
フ
ェ
は
、
Ｎ
Ｐ
О
松
之

山
い
き
い
き
隊
、
十
日
町
市
里
山

セ
ン
タ
ー
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
３
者
で
構
成
す
る
「
い
き
い
き

里
山
協
力
隊
」
が
主
体
で
、
地
区

協
議
会
と
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
の
毎
週
金
曜
日
の
「
お

茶
の
み
と
イ
ベ
ン
ト
」
で
は
、
住

民
が
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
復
活
し
た
地
区
盆
踊
り
を

絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
毎
月
練
習
会
も

実
施
。
買
い
物
代
行
・
送
迎
・
パ

ソ
コ
ン
指
導
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　「
過
疎
・
高
齢
化
で
集
落
の
維

持
や
活
動
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
住
民
が
支
え
合
っ
て
楽
し
く

暮
ら
せ
る
よ
う
、
今
後
も
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
米
澤
さ
ん
は

今
後
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

布川カフェで「あんぼ」作り

(つ) (石)

祖母うめ宛てにハガキが届きました。

《うめ》訪問販売会社がオレを未払いで訴えたと！

ここに書いてある窓口に連絡しないと出廷とか差

押えとか書いてあらんだども…どうしよう！

《花子》訪問販売で何か買ったことあるの？

《うめ》10年前に羽毛布団を買ったけども、代金

はちゃんと払ったと思わんだが…。

《花子》こんなこと普通のハガキで送るって、変じ

ゃない？それに、訪問販売会社の名前とか大事な

ことは何にも書いてないし関わらない方がいいわ。

《うめ》だども、裁判て書いてあるし…心配だて。

《花子》じゃあ、市役所の窓口に相談してみようか？

　十日町市民環境会議主催の布ぞうり教室に、講師に

「なりわいの匠」俵山正
しょう

亥
い

さん（二ツ屋・77歳）を迎

え17人の受講生が初めての挑戦。２時間30分ほどで

カラフルなオリジナル布ぞうりが完成し、みんなで喜

びを味わいました。少年時代のわらぞうり・わらんじ

作りを思い出した時間でした。（　 金子又市さん）

キャンドルに祈りを込めて中　
里 ２月24日㈰：中里公民館

　地元の有志が集まり、東日本大震災の復興を祈ったキ

ャンドルを作りました。ロウを砕いて溶かし、クレヨン

を混ぜて赤や青など色を付けてできあがり。キャンドル

は、３月下旬にボランティア団体を通じて被災地へ送ら

れる予定です。

連
載
コ
ー
ナ
ー
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松
之
山
小
学
校

田邊　祐
ゆう

士
と

さん（２年）

　たまごから生まれた町は、手がの

びてしまうという町です。手がのび

ると木の上のりんごもとれる楽しい

町です。

　
手
が
の
び
る
町

小野塚　詩
うた

さん（３年）

　「エルマーとりゅう」の話を聞いて
想像したことをかきました。海のと
ころを波立っているようにかいて工
夫しました。

　
み
ず
た
ま
り
ゅ
う
の

　
　
　
　
　
　
ぼ
う
け
ん
！

山岸　優
ゆう

太
た

さん（５年）

　家庭科でミシンを使って作ったバ

ッグ。自分で初めて作ったのでうれ

しくて、そのときの気持ちが表れる

ようにほりました。

　
や
っ
と
出
来
た

　
　
　
　
ト
ー
ト
バ
ッ
グ

布施　葉
は

月
づき

さん（６年）
　７月に、総合の学習で松之山の大松山に登りました。そのときの景色がとてもきれいだったので描きました。色づかいを工夫しました。

　
大
松
山
か
ら
見
た

　
　
　
　
　
松
之
山
小
学
校

■ 人　口  58,709人（－68）  男  28,568人（－29）  女  30,141人（－39）
■ 世帯数  20,129世帯（＋１） ２月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

　

お
か
あ
さ
ん
と
手
を
つ
な
い
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ス
タ
ン
プ
を

お
し
て
し
あ
げ
ま
し
た
。
き
れ
い

に
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。

わたしとおかあさん

坂
口
　
成な
る

実み

さ
ん
（
１
年
）

　

お
手
つ
だ
い
で
大
根
を
切
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ほ
う
丁
を
持

つ
手
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
が

か
み
の
毛
を
一
本
一
本
う
ま
く
ほ

れ
ま
し
た
。

お母さんのお手つだい

樋
口
　
琴こ
と

子こ

さ
ん
（
４
年
）
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